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マルチメディア衛星通信システム

Hi-〉SATシステム(日立製作所の衛星通信システムの総称)によって構築されたセンタ局から画像･文字などのマルチメディア情報が送信さ

れ,各家庭でのサテライト ホーム ステーションでこれを直接受信する｡

ヨツビングなどのアプリケーションにも利用できる｡

マルチメディアは,(1)映像,音声,文字,l刃形な

どの表現メディアの統合,(2)ネットワーク化,(3)イ

ンタラクティブ化などの特徴を持つ｡通信面から見

れば,_L記(1)では大容量な通信回線網の確保が,(2)

では一般企業だけでなく一般家庭への普及がマルチ

メディア社会発展の鍾(かぎ)となる｡

衛星通信は,高速かつ大容量の情報を家庭へ送る

手段として,安価であり,しかも早期実現が‾叶能で

ある｡その広帯域性,広域性,同幸馴生を生かすこと

ができるものとして注目されている｡

マルチメディア時代の新しいサービスとして,多

*

t_川二製作所宇山技術推進本部

地上回線によってセンタ局へのリクエストと組み合わせて,ホームシ

チャネルテレビ,電子新聞,ホームショッピング,

在宅教育など,センタで蓄積した情報を多数の利用

者が共有する形態のサービスが多数あり,これらは

同幸馴生を持つ衛星通信が有効と考えられる｡この場

合,衛星通信はセンタ局と低価な超小型衛星受信専

用局で構成し,センタ局から受信専用局へ向けて,

多量のマルチメディア情報を伝達する｡これとセン

タ局への地上回線を組み合わせることによって,より

多様なサービス･アプリケーションの展開が可能と

考える｡日立製作所は,これら衛星通信の特徴を牛

かしたマルチメディアシステムの開発を進めている｡
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□ はじめに

街牡通イ言は,広′許城件,広域件,同幸lま性や[臼1練設左の

容主副斗三･迅速性,設置の容易件などの特徴を持っている｡

そのため,これらの特徴をチトかし,サテライト ニュース

ギャザリング,企業内教市や放送,小■I√中オークション

システムなどで活用され,発展してきた｡

･一ノ∴ 21‾川二組の情報化社会でのコンピュータ,通信+

家電を融合したシステムを支える技術として,壬亮近,マ

ルチメディアが注Hされている｡マルチメディア社会で

は,いつでも,どこでも,必要な情報を必要な形で容易

に得ることができるものと考えられている｡これを実一呪

するためには,通イごの向から見れば映像,音声,文字,

じ祁tヲなどを組み†ナわせた人‡持との各種情事】ほ,-一般介業

や行政,公共機関だけでなく-一般家庭にまですばやく提

供する必砦がある｡

このような背景にあって衛星過信は,従来の浦朋方法

とは別に,マルチメディアの早期実収‾叶能な通信手段と

して江口されている｡

ここでは,各家庭まで衛星過信で直接マルチメディア

情事lほ配信する口立製作所の衛星通イ‾i;システムのコンセ

プトとコンセプトに基づくシステム構成,およびマルチ

メディアサービスの例について述べる｡

表Il対〃型通信サービス例と衛星通信

マルチメディア時代の新サービスには,衛星通信の利用に適した

l対〃の放送型サービスが多い｡

〃の局形態 サービス例 システムの特徴

(a)受信:衛星系

●社内教育 ●課金なし

●企業内伝達 (簡易なスクランブル)

●多チャネルテレビ ●課金あり

●電子新聞,在宅教育 (受信契約)

受信:衛星系
(b)

送信:地上系

●教育システム ●簡易情報,リクエスト

(PinP) 信号送信

●多チャネルテレビ

●ニアビデオオン

デマンド

●ニュースオン

デマンド

●課金あり,PPV信号送信

●ホームショッピング ●リクエスト信号などの

●電子図書館,博物館

●オークション

送信

(C)受信:衛星系
送信:衛星系

●多元テレビ会議 ●VSATシステムの

●遠隔医療,在宅勤務 利用

注:略語説明

PjnP(PictureinPicture),VSAT(VerySmallApertureTerminal;

超小型地球局), PP〉(PayPer〉iew;映像の従量性課金)
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田 マルチメディア時代のサービスと通信形態

マルチメディア時代の新しいサービスとして捉叩与され

ているものに多チャネルテレビ,電子新聞,ホームショ

ッピング,ビデオオンデマンド,在宅勤袴,遠隔医瞭,

電子拝I吉餌などがある｡これらのサービスの多くは,セ

ンタ側に苗横された情事Iiを多数の利用者が共有するシス

テムである｡したがって,これに適した通信形態は,1

対1の形態ではなく1対Ⅳの放送彗りの形態である｡

衛見通信は本質的に同幸馴隼を持っており,この放送さiワ

のサービスに適している〔表1(a)参月別｡

しかし,多チャネルテレビや電子新聞などの受仁時に

視聴した呆に応じて支払うPPV信号や,ホームショッピ

ング,オークションで,商占占の映像受信時に利川‾省側か

らのリクエスト信号をセンタ側へ送信するときは,電話

川線などの地上回線を用いて送信する必要がある〔表1

(l〕)参照〕｡

8 日立製作所のマルチメディア衛星通信の

コンセプト

3.1概 要

配信すべきマルチメディア情事lほ蓄積しているセンタ

側に衛見通信用地球f｡)を設置し,利用者側に低価で小型

のアンテナとチューナで構成する受信中川吊を設置す

る｡センタ側へのリクエストなどには地L回線を朋いる｡

この形態を基本的なコンセプトとする｡

(1)放送型配信

各種メディア情事1iを多重化し衛星回線でまとめて戸妃仁

する｡このため,多数J｡)での同時受信による過仁コスト

の削減と乍拍-･律料金が可能となる｡

(2)ディジタル化･は縮

映像,斤声などの情報をディジタル化し,MPEG(M()Ⅴ一

ilュgPicttll-eExpertsGroup)規格などで止淋して配も言す

る｡このため,必要通信帯域が少なくてすみ通イテ言コスト

の削減が1叶能となる｡

(3)セキュリティ

ネットワーク上の情封･ほスクランブル化(暗号化)して

1島し､セキュりティを実現する｡

(4)限定′受信

受信許容局や受信許容内容を契約などに従ってセンタ

側で指定し,利用者側での受信を限定する｡

(5)有料サービスと課金

サービスが有料化できる仕組みと有料サービスに対し
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謙令できる什刹上みを侍つ｡

((;)地_卜IuI練との細み合わせ

利I什ポイ則からセンタ側への地__Hul繰を衛兇担】練と組み

†ナわせて双方1州隼を実現する｡地+1川線では1)PV信号や

リクエストイ｢;-;チをセンタ側へ送信する｡これにより,多

様なサービス,アプリケーション展開ができる｡

(7)顧客管理

数了fガ～数倍人の利川者の情報を管推する｡センタ側

で地卜I叫線で利別者や令融機関と接続することにより,

課金管珊や料金日動リlき浴しなどができる｡

3.2 セキュリティ･限定受信

マルチメディア情報にスクランブルをかけて配信し,

持去のて安打者だけスクランブル解除の鍵を与えて過信内

容を帆獲する,いわゆる限定受信を行う｡限左1受信は,

チャネルや番剋Lグループや地域に対しても吋能である｡

また,利川者がセンタ糊則へ送信するPPV信うプーや視聴

米鮭情報,課金情報力ヾ傍受や改崇(ぎん)されないように,

これらの情報には暗-り一をかけて送信する｡

情事1ほスクランブル化(暗ぢイヒ)する方式として,(1)暗

与ブイ邦勺に弓重いこと,(2)各稗サービスで共和叶能なよう

に,ノノ⊥てが公開できること,(3)各種マルチメディア端人

で使川‾吋能なように,ソフトウェア高速処理が叶能なこ

とが必要条件である｡】卜＼■亡製作所は,この栄作に通した

"MUIJTI''(MultinlediaEncryption)という独自の暗り一

PC

臣∃
コンピュータ

注:略語説明

アルゴリズムを削発し,ISO(InternationalOrganiza-

tion for Standardization:国際標準化機構)へ矧祭額鎚

を行った｡

このMULTI暗号技術を衛星,地上の向lリ1練に組み

込み,ユーザーに安心して利J‾fJしてもらえる環境を提供

する｡

田 システム構成

コンセプトに恭づいたマルチメディア衛生通f.言の基本

システムの構成を図1に,その構成要素･機能を表2に

示す｡

(1)街見系コア部

街址通信による伝送路部である｡送信側は,Hi-VSAT

システムで構成され 受信側は家庭への二洋及を考慮し,

小型アンテナを用いて設置が容易な超小型′受信専捕りり

で構成する｡高効率平向アンテナ,強力な誤り訂止,暗

号･アドレス管⊥哩機能に特長がある｡

(2)スクランブル部

枚数のディジタル内像･音声･データに対しスクラン

ブル信号に従って各チャネルごとに所定のスクランブル

を子ナう｡次に,各チャネルの多重化を行い,高速ディジ

タル信ぢ一を牛成する｡

(3)デスクランプル部

多重化された信号をチャネルごとに分維する｡同時に,

マルチメディア衛星通信システム

端末
インタフェース

MPEG2

エンコーダ
など

速度変換
など

顧客管理

スクランブル部

多

重

化

スクラン

ブル

スクラン

プ■ル制御

衛星系

コア部

怒〕

箪留

端末
デスクランプル部 インタフェース

多
重
分
離

デスクランフ■ル

デスクランプル

制御

MPEG2

デコーダなど

速度変換

など

上⊂フ旧カードなど

公衆回線

(オフライン制御)

(オンライン制御)

受信端末

国

PC

⊂=======:コ

000 00

記録器

センタ局

VTR(∨■deoTapeRecorder),PC(Persona】Computer)

端末局

図l システム構成

センタ局でマルチメディア情報にスクランブル(暗号)をかけて送信する｡利用者側に簡易な端末局(受信専用局)を設置し,指定した受信局だ

けデスクランプル(暗号解読)する｡二の仕組みにより,センタから数百万～数億局に情報限定配信が可能となる｡
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表2 システム構成要素とその機能

システム構築上,端末インタフェースで圧縮化,多重化方式およ

びスクランブル部の暗号化方式の選択が重要である｡日立製作所

は,MPEG対応機器やMULTl暗号スクランブルシステムで対応して

いる｡

構成要素 機 能 特 徴

送 信 端 末
マルチメディア情報を創
出する｡

送信端末

インタフェース

衛星通信で伝送するための

ディジタル圧縮や速度･
プロトコル変換を行う｡

MPEG対応

スクランブル部
限定受信を行うために情

報にスクランブルをかける｡
MULTl暗号

衛星系コア部

情報を衛星に向けて送出

する｡衛星で中継し,衛星

からの情報を受信する｡

高効率平面アンテナ,

強力な誤り訂正

デスクランプル部

契約内容に従って,使用

許可のある情報にだけス

クランプルを解除する｡
MULTl暗号

受 信 端 末 マルチメディア端末との
MPEG対応

インタフェース インタフェースをとる｡

顧 客 管 理
限定受信対象利用者の情

報を管王里する｡

課 金
使用状況に応じて課金を

し,センタ側で管理を行う｡

必要な情報のスクランブルを解除し,再生可能な信号を

生成する｡

(4)送信端末インタフェース

アナログ映像･音声信号のディジタル化･圧縮を行

う｡データ信号に対しては速度変換などで伝送路への整

合をとる｡

(5)受信端末インタフェース

ディジタル信号からアナログ信号変換,速度変換など

を行い端末へ信号を送る｡

(6)課 金

有料サービスの機能を持つ｡センタ側には契約･課金

管理,スクランブル鍵の管こ哩,課金内容の収集などの機

能を,受信側には鍵の生成管理,課金内容通知などの機

能を持つ｡

8 マルチメディアサービス例

衛星通信を用いたマルチメディアサービスについて以

､‾Fに述べる｡

(1)多チャネルテレビ

従来はアナログで送信していたため,1トランスポン

ダで1または2チャネルのテレビしか送信できなかった

が,MPEG画像ディジタル圧縮によって音声,データも

自在に組み合わせて4から8チャネル同時に1トランス

ポンダで送信できる｡

(2)電子新聞

従来の紙面に,未掲載記事や関連記事,さらに各種デ

ータや写真･映像を付加して,衛星経由で一般家庭に直

接配信する｡記事は電子化されているので,関連記事の

検索や記事の切り抜きが容易に行える2)｡

(3)ホームショッピング

衛星経由で次々と送られてくるカタログをテレビ画面

などで見ながら地上回線を用いて注文する｡より詳細な

商品情報をこの地上回線でリクエストし,ニア ビデオ

オン デマンドによって衛星経由で受信してテレビ由面

に表示する｡

田 おわりに

ここでは,マルチメディア時代での日立製作所の衛星

通信システムのコンセプトと,これに基づくシステム構

成について述べ,衛星通信が家庭へマルチメディア情報

を配信する大きな煽動力となり得ることを示した｡

今後は,マルチメディア時代に期待･要求される樺々

のサービス,アプリケーションに対人芯するため,地,卜通

信と共存･刷互補完によって衛星通信の特徴を生かし,

より冶i度なマルチメディア コミュニケーション プラッ

トフォームの構築に向けて,機能の充実を陛】っていく考

えである｡
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